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解答用紙の一番上に学生証番号と氏名を書いてください．裏面を使用してもかまいませ

んが，その場合は表面の最後に「裏面使用」と書いてください．

自分のノートの持ち込み可です．

以下，R 上で考えている測度はすべて Lebesgue 測度である．δ は，R 上の，Dirac の

δ 関数であり，δ(n) はその n 階微分である．

[1] R 上の超関数 T で，T ′′ = δ を満たすものをすべて求めよ．

[2] R 上の C∞
0 関数 ϕ を取る．自然数 n について，ϕn(x) = e−nϕ(nx) とおいたとき，

列 {ϕn}n は試験関数として 0に収束していることを示せ．

[3]
N∑

n=0

anx
nδ(n)

を求めよ．ただし，an は複素数である．

[4] f を R 上の C∞ 級関数，T を R 上の超関数とする．(fT )′ = f ′T + fT ′ を示せ．

ただし ′ は超関数としての微分を表す．

[5] R 上
N∑

n=0

anδ
(n) = 0

であれば，すべての an が 0であることを示せ．


